
※◎は重要文化財

番号 名称 数量 時代 所蔵

嘉永3年2月5日 麹町大火―江戸上屋敷の類焼―

◎ 1 井伊直弼書状　三浦十左衛門宛 １状 江戸時代　嘉永3年(1850)2月11日 当館（彦根藩井伊家文書）

◎ 2 井伊直弼書状　三浦十左衛門宛 １状 江戸時代　嘉永3年(1850)3月13日 当館（彦根藩井伊家文書）

パネル 江戸出火場所細見　嘉永三年二月五日 １鋪 江戸時代　嘉永3年(1850)刊 東京大学大学院情報学環

明治29年9月 琵琶湖大洪水―千松館土蔵の浸水― 

パネル
明治二十九年大洪水浸水区域之図
（『琵琶湖治水沿革誌 附図』所収）

１鋪 大正14年(1925)刊 滋賀県立図書館

3
写真「彦根城ヨリ浸水中ノ町内ヲ望ム」
（『琵琶湖治水沿革誌』所収）

１枚 大正14年(1925)刊 彦根市立図書館

4 彦根水害地之図 １鋪 明治29年(1896)刊か 個人（平田町町代中村家文書）

パネル 千松館之図 １鋪 明治33年(1900年)6月 当館（井伊家伝来古文書）

パネル 千松館付近航空写真 １枚 撮影：明治時代以降 当館（井伊家伝来古文書）

5 堀部久勝書状　大久保章男・花木伝宛　 １通 明治29年(1896)9月20日 当館（井伊家伝来古文書）

◎ 6 水損史料 ５冊 江戸時代 当館（彦根藩井伊家文書）

大正12年9月1日 関東大震災―井伊家伝来資料を襲った未曾有の大災害―　

パネル 東京全図 １鋪 大正9年(1920)刊 国際日本文化研究センター

パネル
写真「井伊家本邸の表門」
（『住宅建築写真集成 第一輯』所収）

１枚 大正7年(1918)刊 国立国会図書館デジタルコレクション

7 井伊家本邸平面図（井伊正弘『わが感懐を』所収） １枚 図面内容：大正8年(1919)以降 当館

彦根から東京へ 井伊家伝来資料の移動　

◎ 8 号付腰物帳 １冊 明治4年(1871) 当館（彦根藩井伊家文書）

9 能面記 １冊 明治10年(1877) 当館（井伊家伝来古文書）

10 茶用御掛物帳 １冊 明治13年(1880) 当館（井伊家伝来古文書）

本邸の火災と伝来資料の罹災

パネル 大正十二年東京大震火災地図　 １鋪 大正12年(1923）刊 国際日本文化研究センター

◆ 関東大震災罹災品　刀剣

11 罹災刀剣 ６口 平安時代～江戸時代 当館（井伊家伝来資料）

12 刀　無銘 伝左（名物 織田左文字）【再刃】 １口 南北朝時代 当館（井伊家伝来資料）

◆ 関東大震災罹災品　湖東焼

13 染付柳に小禽図水注 １口 江戸時代後期 当館（井伊家伝来資料）

14 金襴手芦雁図水指　鳴鳳作 １合 江戸時代後期 当館（井伊家伝来資料）

15 金襴手丸紋散らし盃台　鳴鳳作 １基 江戸時代後期 当館（井伊家伝来資料）

16 染付枝垂柳文水注　幸斎作 １口 江戸時代後期 当館（井伊家伝来資料）

17 染付山水図六角植木鉢残欠 ２箇 江戸時代後期 当館（井伊家伝来資料）

18 青手古九谷写菊花文皿 ３枚 江戸時代後期 当館（井伊家伝来資料）

参考 湖東焼　青手古九谷写菊蝶文皿
５枚の内
１枚 江戸時代後期 個人

◆ 関東大震災罹災品　茶道具

19 霰文棗釜 １口 江戸時代 当館（井伊家伝来資料）

20 色絵丸紋茶碗 「仁清」銘 １口 江戸時代 当館（井伊家伝来資料）

21 青磁花生 １口 中国・明時代 当館（井伊家伝来資料）

22 漣風炉（井伊直弼好）　 １口 江戸時代後期 当館（井伊家伝来資料）

23 楽焼香合　井伊直弼作 ２合 江戸時代後期 当館（井伊家伝来資料）

企画展「関東大震災から100年 災害と井伊家伝来資料」展示作品リスト



◆ 関東大震災罹災品　印章

24 罹災印章 10箇 江戸時代 当館（井伊家伝来資料）

家宝と重要資料の救出

25 宮王肩衝茶入　附刳抜箱 １口 中国・宋時代 当館（井伊家伝来資料）

26 彦根屛風（複製） ６曲１隻 原本：江戸時代前期 当館

◎ 27 秘書集録
10巻の内
９巻 江戸時代後期 当館（彦根藩井伊家文書）

罹災資料の調査

28 東京本邸日記　大正13年～大正14年 １冊 大正13～14年(1924～25) 当館（井伊家伝来古文書）

29 関東大震火災残存御家宝略目録 １冊 大正時代 当館（井伊家伝来古文書）

30 東京本邸日記　昭和４年～昭和６年 １冊 昭和4～6年(1929～31) 当館（井伊家伝来古文書）

31 刀剣押形　山越富三郎筆 １冊 昭和7年(1932) 当館（井伊家伝来古文書）

32 刀鐔押形　山越富三郎筆 １冊 昭和8年(1933) 当館（井伊家伝来古文書）

井伊家伝来資料を守り伝える

33 千松舘保管什器台帳 26冊 作成：大正時代初期 当館（井伊家伝来古文書）

34 井伊家美術保存会会則（案） １冊 昭和28年(1953)頃 当館（井伊家伝来古文書）

35 井伊大老記念館ポスター １枚 昭和28年(1953)頃 個人

パネル 井伊直愛・正弘写真 １枚 撮影：昭和30年(1953)4月 個人

パネル 井伊大老記念館写真 ２枚 撮影：昭和32年(1957) 他 個人

パネル 井伊美術館写真 ２枚 撮影：昭和35～61年(1959～86) 個人



写 真 解 説

１ 彦根水害地之図 １鋪（作品リストNO.４）
ひこ ね すいがい ち の ず

縦 51.9㎝ 横 68.9㎝

明治29年（1896）刊か

個人（平田町町代中村家文書）

明治29年（1896）９月に発生した琵琶湖大洪

水における、彦根市街地の被害を表した地図。

過去、琵琶湖周辺で起こった水害の中で最も

被害が大きかったとされるのが、琵琶湖大洪水

です。この年は例年よりも雨が非常に多く、さ

らに９月に入って県内各地で豪雨が発生したこ

とによって、琵琶湖の水位が３メートル以上上

昇し、湖岸域全体が長期間にわたって冠水しま

した。多くの死傷者と家屋損壊、浸水被害が発生した未曾有の水害です。

彦根においても、湖の増水と芹川の堤防決壊などによって、湖岸の村々だけでなく市街地の大部分が床
せりがわ

上浸水となり、人々は船で移動し、家屋の２階から出入りする状態となりました。本図は、この時の彦根

市街地の被害を表しており、白抜きとなっている一部を除き、大部分が浸水を示す黄緑色と洪水を示す赤

茶色となっています。

彦根の井伊家屋敷・千 松 館（現在の御浜御殿）も浸水し、井伊家伝来の美術品や古文書などを多数保
せんしょうかん お はま ご てん

管する４棟の土蔵の１階も水に浸かりました。この時、井伊家の家職が、資料を浸水から守るためこれら

を土蔵の１階から２階に移し、その後さらに全てを城山の櫓に移動させるという、懸命の救助活動を行っ

たことが分かっています。

２ 罹災刀剣 ６口（作品リストNO.11）
り さいとうけん

最大長 95.0㎝

平安時代～江戸時代

当館蔵（井伊家伝来資料）

関東大震災の発生当時、東京の井

伊家本邸の８棟の土蔵には、数多く

の美術品や古文書が保管されていま

したが、これらのほとんどは、地震

後に発生した火災によって灰燼に帰

してしまいました。

激しい火災に遭っても燃え残り、

震災後に回収されたもののひとつが

刀剣です。現在、当館には335件の罹災刀剣が収蔵されています。激しい火災により変形し、表面は荒れ

て所々黒化し、錆び付き、 鎺 （刀剣に嵌める、鐔を固定する金具）が溶けたと思われる金属片が付着す
はばき は つば

るものも多数あります。銘の判読は困難ですが、確認可能な範囲では、古刀期（平安時代中期～桃山時代）

の銘を持つものが多く見られます。



３ 関東大震災罹災品 湖東焼
こ とうやき

①染付 柳 に 小 禽図水 注 １口（作品リストNO.13）
そめつけやなぎ しょうきん ず すいちゅう

高 13.9㎝ 口径 7.4㎝

江戸時代後期

当館蔵（井伊家伝来資料）

②金襴手芦雁図水指 鳴鳳作 １口（作品リストNO.14）
きんらん で あしかり ず みずさし めいほう

高 15.0㎝ 口径 14.3㎝

江戸時代後期

当館蔵（井伊家伝来資料）

湖東焼は、江戸時代後期に彦根で焼かれたやきものです。
こ とうやき

井伊家12代直亮（1794～1850）、13代直弼（1815～1860）の時
なおあき なおすけ

に、藩窯として多くの優れた作品が作られました。
はんよう

土蔵の焼け跡から回収された罹災湖東焼126件は、変色し黒

ずんでいるほか、①のように、崩れた土蔵のものとみられる土

が溶着するなど、損傷する作例が多数を占めるものの、藩窯期

の基準作といえる作品群です。その中には、藩窯期に活躍した

湖東焼きっての絵付師、鳴鳳の代表作として知られる②をはじ
めいほう

め、鳴鳳作品が数多く含まれています。また、湖東焼の特徴で

ある、さまざまな素材、技法を用いた多彩な作品（磁器・陶器、

青磁・白磁、染付・色絵・金彩など）がまとまって伝来してい

る点も貴重で、今後の湖東焼研究に不可欠な一級資料に位置づ

けられます。

４ 秘書 集 録 10巻の内９巻（作品リストNO.27）
ひ しょしゅうろく

重要文化財

最大縦 28.1㎝

江戸時代後期

当館蔵（彦根藩井伊家文書）

関東大震災の火災を免れた資料の一つ

が、井伊直弼に関係する一群の古文書で

す。これらは、歴史学者の中村勝麻呂と
なかむらかつ ま ろ

弟で井伊家家職の元麻呂とが、収納する
もと ま ろ

革製の鞄ごと土蔵から運び出して庭に積

み置き、水を染み込ませた絨毯で覆って

保護しため、奇跡的に焼失を免れました。

この時に救助された古文書の一つにあたるのが「秘書 集 録」です。これは、直弼自筆の書状を中心と
ひ しょしゅうろく

した古文書を巻子に仕立てた資料です。収録された古文書は、直弼に仕え、明治以降、井伊家の家職をつ
かん す

とめた大久保章男（小膳）が、廃棄の命に背き、直弼の汚名を濯ぐため、密かに自宅で保管したもの。明
あや お こ ぜん そそ

治19年（1866）３月の直弼の二十七回忌法要を機に井伊家に提出され、巻子に仕立てられました。「秘書

集録」の名は、井伊家に提出された後に付けられたものです。

①染付柳に小禽図水注

②金襴手芦雁図水指 鳴鳳作



５ 関東大震火災残存御家宝 略 目録 １冊（作品リストNO.29）
かんとうだいしん か さいざんぞんおん か ほうりゃくもくろく

縦 28.8㎝ 横 20.4㎝

大正時代

当館蔵（井伊家伝来古文書）

関東大震災による罹災を免れた井伊家
り さい

伝来の美術品、約80件を記した目録。正

本と副本を一冊に綴じ込みます。

井伊家では、大震災の翌年、大正13年

（1924）11月30日に、地震後の火災を免

れた家宝の目録を編成したことが記録か

ら分かっており、本目録がこれに該当す

ると考えられます。

この目録の中には、現在、当館が所蔵

する井伊家伝来資料が複数含まれていま

す。以前より関東大震災から救出された

資料として知られてきた井伊家の家宝

「宮王肩衝茶入」、「彦根 屛 風」のほか、
みやおうかたつきちゃいれ ひこ ね びょう ぶ

２代直孝が将軍家から拝領した伝李 龍 眠
なおたか り りゅうみん

筆「四季図」や「我宿蒔絵硯箱」、彦根藩

御用絵師の佐竹永海筆「群馬野遊図」、直弼自作の茶道具「黒漆塗栗山桶花生・水指」「多賀杓子菓子器」
さ たけえいかい

などが確認できます。

これらが罹災を免れた経緯は不明ですが、この目録によって、複数の資料が罹災を免れ、現在まで伝え

られてきた事実を改めて確認することができます。

掛軸の部

伝李龍眠筆「四季図」、佐竹永海

筆「群馬野遊図」等が記される。

「宮王肩衝茶入」と「彦根屛風」

が記される頁。




